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今
年
は
期
間
際
交
幾
年
で
す

0

・・
e

・・
3

子
ど
も
漆
は

詰
に
誌
に
大
き
く
変
化
を
と
，
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
今

盆
〈
い
持
制
、
汝
き
べ
そ
諸
問
、
父
母
一
耳
に
与
し
ゃ
ぎ
ま
わ

る
守
、
一
人
絵
本
に
箆
入
る
子
。
保
育
間
関
で
の
子
ど

も
遠
の
姿
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

務
自
の
我
孫
子
市
を
に
な
う
こ
の
子
ど
も
遼
は
、

い
ま
、
絞
実
に
一
歩
一
歩
鈴
遂
を
続
け
、
土
く
ま
し

く
、
そ
し
て
、
大
き
く
隊
長
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
g

切
れ
で
い
い
の
か
な
あ

保
管
線
七
回
、
制
執
然
保
宥
繍
六
附
期
的

民
的
織
に
、
年
を
液
っ
て
高
ま
っ
て
弘
前
十
一
}
一
間
酬
を
捕
し
二
一
一
月
混
在
的
機

お

り

ま

す

考

欄

品

川

和

意

数

品

、

公

立

六

五

九

名

、

私

卒
中
市
に
お
け
る
然
常
的
聞
の
回
線
市
民
は
、
立
浪
九
九
名
で
す
e

人
口
に
比
し
て

公
立
に
あ
っ
て
は
、
限
努
一
一
十
八
年
然
背
措
絞
奴
波
数
め
比
市
中
誌
、
鹿
沼

五
舟
五
百
に
絡
然
努
箇
が
泥
沼
円
九
十
市
に
泳
べ
誇
れ
る
も
の
で
す
。

三
名
品
札
制
州
開
削
さ
れ
‘
そ
の
後
、
包
本
さ
ら
に
、
キ
一
与
か
ら
は
ち
市
岡
高
要

弘
窓
公
園
山
内
燃
求
入
居
に
山
げ
な
い
、
相
源
的
強
い
藷
ほ
お
け
保
育
も
、
検
々

叫
制
作
仙
命
保
湾
函
が
緩
和
的
十
六
年
六
間
同
総
点
は
ゐ
り
ま
し
允
が
、
開
四
月
か

ら
行
っ
て
お
り
ま
す
。

保
育
行
政
均
今
後
押
議
関
は
、

酬
明
捻
澄
出
品
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(2) 

車
掲

載で

一
藤
紘
紗
の
藤
立
高
輪
鴨

輸
関

台
市
内
で
こ
殺
め
の
掛
照
立
高
校

i
湖
北
官
同
校
が
間
関
絞
同
邸
主
月
に
山
同
校
級
制
h
ト
間
当

mm丹
)
が
手
記
怒
れ

し
、
去
る
閏
月
十
二
日
、
地
端
北
小
学
絞
体
欄
陣
抽
碍
で
関

よ
町
県
立
相
州
北

L
H

州
刊
は
持
、
ん
s
H出制却時

校

犬

、

入

学

式

U
V
行

れ

ま

し

た

際
的
競
認
識
付
什
尚
伎
で
ホ
依
川
町
H
袋
一
三

刊
行
L
L
H
に
開
校
し
た
川
町
長
湖
北

M
的
県
立
政
附
伐
と
し
て
別
問
凶
は
し
ま
し
た

G

計
六
十
名
門
八
ザ
級
、
鉄
筋
肉
例
制
桟
て

刈
伎
は
，
山
内
て
我
孫

f
刈
校
(
昭
和
制
的
和
五
ト
三
年
一
一
一
月
的
県
議
会
に
お

k
い
う
M
四

Mmを
も
勺
て
い
ま
す

開
門
寸
れ
年
間
打
開
閉
山
同
一
に
次
い
で

e

一
品
川
い
て
用
地
蹴
制
時
的
案
件
が
待
機
摂
れ
、
開
校
パ
と
以
内
時
に
入
守
れ

A
t
fわ
れ

ま
し
た
が
匂
椛
岳
山
明
吃
{
訴
人
今
一
円
以

身
中
九
千
校
生
地
域
燃
に
は
で
み
李
す
と

市
内
的
中
小
校
出
身
打
が
一
…
内
…
ュ
夕
刊
て

麓

こ
の
哨
出
動
は
五
月
一
日
む
か
り
六
月
一
一
一

寸
日
ま
で
町
一
一
か
持
制
問
、
全
日
開
}
斉
に

穣
僚
懇
れ
ま
す

D

百
本
部
小
学
校
内
事
禁
は
霞
際
的
な

紋
織
活
動
と
と
も
に
間
関
内
で
は
出
戒
感

紫
、
災
得
数
磁
活
動
.
ゆ
部
隊
経
縫
法
や

数
急
設
な
ど
的
縫
期
間
、
看
護
憾
の
幾
成

な
ど
私
迭
の

g
惨
敗
散
に
進
接
つ
な
が

ア
た
滋
品
開
を
し
て
い
ま
す
a

こ
れ
ら
の
事
品
端
的
経
費
は
管
ぎ
ん
ね

全
体
的
約
三
九
・
ド
九
%
を
山
め
て
い
ま

す。
校
京
は
、
市
め
本
で
あ
る
ケ
ヤ
キ
内

銭
的
…
…
一
幡
市
金
配

L
.
こ
の
銭
円
聞
に
同
砕

く
子
れ
川
則
的
本
側
に
起
ニ
為
水
滅
的
山
門

も
ん
を
三
抑
制
あ
し
ら
っ
た
も
の
で
、
公
務

は
叫
刊
行
の
け
絞
で
あ
ゐ
刷
澗
如
刊
の
と
れ

た
知
行
‘
縦
一
行
・
体
育
を
、
一
品
開
制
約
お

必
ん
は
校
制
酬
の
明
hmw-
油
き
'
泣
き
説
的

心
校
教
散
し
た
も
の
だ
そ
ヲ
で
す
ら

Mm回
数
付
文
化
鶴
市
、
我
孫
f
の
土

後
に
新
し
い
お
枚
数
狩
的
銭
が
誕
生
し
一

た
わ
け
ぞ
令
ω

一

wv
所

荘

地

一

線
M
m
f命
中
出
ホ
ヂ
依
存
/
瓦
a
つ

一

一

時

M
0
4
7
1
(
回〕

E
5
4
1

一

官ま幸一と目、
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交
通
事
故
ゼ
口
密
め
ざ
し
て

審
の
全
国
交
通
安
全
運
動

記
述
事
政
は
総
出
弘
子
あ
と
め
あ
ち
u
n
月
ト
一
日
か
ら
百
持
二
十
日
き

ま

せ

ん

む

め

ト

ロ

ロ

問

問

、

春

の

ふ

L

術
開
会
通
安
ι

品市
W

班点制

事
徐
々
総
?
と
本
人
だ
け
で
を
く
、
が
り
わ
れ
ま
す
s

こ
的
波
動
は
交
通
事

業
拡
や
闘
機
的
人
も
不
幸
に
お
と
し
い
訟
を
h
y
し
で
も
践
す
た
め
行
わ
れ
る
も

れ
土
す
の
淫
転
者
約
殺
さ
ん
は
よ
〈
校
の
で
す
が
、
柏
村
に
今
問
時
期
は
い
ろ
い

意
を
し
て
栴
倒
壊
な
運
転
は
給
付
ー
な
い
ろ
な
紛
し
い
埼
境
で
品
川
魚
崎
附
に
も
淡
れ

レ
キ
ヲ
に
し
ま
し
ょ
う
。
法
と
め
‘
破
れ
と
気
の
ゆ
る
み
が
協
が

ゑ
た
、
事
行
脅
品
、
協
転
車
に
乗
る
側
%
を
す
。

も
女
漁
ル

i
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば
市
中
位
お
母
さ
ん
、
自
分
ば
か
り
℃
な
く
お

は
時
り
ま
せ
ん
。
返
し
い
交
滋
縫
製
め
子
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
か
ん
漁
ん
!
"
仰
を

知
滋
室
身
に
つ
け
る
よ
止
が
大
明
で
す
。
内
ザ
コ
て
い
ま
す
か

d

こ
的
機
会
に
家
紋

宅

芸

君

主

主

主

主

主

事

そ

ろ

っ

て

違

?

ナ

i
い
つ
い
て
誓

口
口
本
赤
十
字
絞
の
一
位
闘
に
な
っ
て
い
た
勺
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
金
弘
行
わ
れ
ま
す
"
北
台
地
援
で
乱
防
月
十
一
一
白
午
ぬ
…
時
か
ら
)

だ
塾
、
そ
の
社
貝
的
存
々
的
一
納
め
る
交
交
通
安
全
運
動
綱
問
凶
中
に
交
通
安
全

V
パ

レ

ー

ド

暢

コ

i
x

金
(
社
後
三
税
関
年
ぎ
に
よ
り
ま
か
を
持
び
か
け
る
パ
レ
ー
ド
と
淡
い
潟
講
習
ぺ
室
時
五
m
n
L
s
一
回
十
時
か
ら
(
湖
港
線
路
期
予
地
夜
③
久
滞
家
興
入
住
宅

な

わ

れ

て

い

李

す

*

昨

年

は

皆

さ

ん

的

第

一

八

事

え

率

通

り

十

字

翰

占

拠

ご
協
力
で
Z
一
六
六
万
六
約
八
八
U
問

的

実

一

…

阿

小

、

⑧

第

十

}
f小
よ
殺
孫
子
駅
前
十
字

議
を
あ
げ
る
怜

E
が
で
き
ま
し
た
α

事

時

ι中
灸
公
民
館

年

も

皆

さ

ん

の

蕩

設

で

火

き

な

成

条

が

*

湖

北

台

地

復

ぬ

縮

問

北

台

穏

や

を

中

得

ら

れ

ま

す

よ

う

ご

協

力

お

綴

い

し

ま

炎

添

っ

L
湖
北
統
制
削
教
滋
ゑ
商
卒
業

す
。
(
総
祉
事
務
研
修
換
機

)

i

中
央
綴
守
る
湖
北
紙
約

ゆ
れ
湖
北
地
区
湖
北
欲
的
制
i
崎
北
統
入

口
す
学
路
↓
湖
投
小

@
ナ
帯
段
地
従
事
住
駅
前
る
布
役
駅
入

日
T
字
路
4
お
修
小

明

v
鴻
銀
総
帥
闘
会

事制削
n
H

況判月十一一一宮

合

場

一

時

間

湖
北
寝
中
体
背
館
一
午
前
十
時

中
安
公
園
刊
紙
一
午
後
一
時

縄
本
小
体
育
録
一
や
級
以
一
一
時

崎
北
駅
南
口
広
務
が
閉
め
よ
う
に
所
や
滋
m
出
向
一
殺
事
が
惨
単
で
き
る

変
わ
り
ま
し
た
。
場
拡
叫
が
決
め
ら
れ
、
車
内
淡
れ
る
方

パ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
拝
車
す
る
湯
舟
主
帰
織
で
出
品
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

湖
北
訳
議
口
車
場
が

護
犠
が
え

@交通安全を経って終われるパレ~ド

保
曹
平
患
が

受
け
ら
れ
ま
す

小
学
校
総
午
以
前
m
w
a
r
ど
も
を
持
つ

保
登
等
仕
事
や
靖
父
的
た
め
に
子
ど

も
の
め
ん
ど
う
を
然
る
こ
と
が
で
懇
十

銭
網
開
桂
一
続
等
内
総
枚
以
外
の
人
に
た

の
ん
で
い
る
い
均
は
保
育
手
当
が
受
け
ら

れ
ま
す
e

談
血
刈
品
倫
同
凶
次
的
方
法
で
場
殺

し
て
〈
だ
さ
い
c

wv
手
翁
の
輔
問

俗
世
僚
の
務
部
市
胤
分
的
所
得
税
畿
税

制
聞
が
ぶ
干
狩
未
満
の
絞
殺
に
は
乳
幼
出
品

一
人
に
つ
島
角
線
一
万
円

。
世
借
金
制
平
成
分
的
所
得
税
課
税

制
が
一
一
一
千
m
門
以
上
向
畿
湖
南
は
は
乳
幼
児

…
人
に
う
語
バ
愉
六
手
間
門

w'準
緩
急

一
制
問
符
争
当
申
諮
世
冒
し
む
次
的
脅
摘

を
そ
え
て
出
品
留
地
核
際
線
に
後
出
し
て
〈

だ
ち
い
e

@
続
々
分
的
役
融
市
町
滋
泉
徴
m
帆
緩
ま

た
は
こ
れ
に
か
わ
る
統
明
書

。
叫
純
労
経
明
骨
髄

市役所市民ホーlレに

案内縁者設罷

。
係
議
品
物
が
病
気
的
場
合
は
際
飾
的

絞
断
書

。
ル
脇
陣
出
禁
向
檎
本

受
給
資
総
や
申
請
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
く
は
刑
判
取
家
艦
深
ま
で

持
政
棉
麟
雛
員
に

瀧
地
盤
民
・
一
一
再
開
問
一
氏

こ
の
た
び
我
孫
千
術
的
行
政
相
引
説
委

員
と
し
て
波
山
一
電
氏
、
日
一
一
作
則
一
広
氏
が

行
政
勝
目
事
げ
鈴
む
か
‘
り
信
制
さ
れ
ま
し

た
可
行
政
相
制
技
岳
民
は
陥
問
答
ん
か
り
行

政
に
つ
い
て
の
ご
相
続
、
叫
ん
併
な
ど
を

気
持
な
杷
談
初
予
と
な
勺
て
お
訴
を
日
間

い
.
こ
れ
を
品
開
同
時
的
役
説
得
心
情
地
内
悼
し

て
解
決
的
保
弘
を
は
か
る
ほ
か
、
行
政

的
改
帯
や
M

民
主
化
や
議
選
す
る
刊
が
を

い
た
し
患
で
我
好
子
市
で
は
次
の
よ

う
に
A
E
m
J行
政
相
淡
訴
を
一
川
聞
い
て
い
ま

す
め
で
お
坑
特
に
島
…
削
刊
川
く
だ
さ
い

ν

wv
日
時
何
待
二
十
五
日
、
午
前
十
時

か
ら
午
後
一
一
一
句

V
嶋
崎
臨
閉
我
孫
子
制
執
務
付
組
鴻
竹
村
北
町

桜
変
裂
は
広
州
特
で
お
知
い
っ
せ
し
ま
す
悶

中
市
没
両
川
本
庁
的
文
組
問
を
入
っ
て
す

ぐ
恋
欄
に
、
案
内
係
的
戦
災
が
創
出
筒

さ
れ
ま
し
た
。

市
役
所
は
年
ご
と
に
そ
の
組
織
が

大
与
〈
な
り
、
需
の
教
は
機
知
的
一

途
を
た
ど
叩
て
い
る
た
め
、
答
書
ん

が
潟
市
中
の
あ
る
様
町
名
総
や
場
所
が

わ
か
ら
な
い
と
い
う
ャ
}
と
が
よ
く
あ

る
よ
う
で
す
鋪

帯
魚
肉
係
は
庁
脅
内
内
線
の
刷
出
澄
鴎

キ
仏
民
事
的
内
察
、
ま
た
そ
の
n
u
U行

わ
れ
る
会
議
な

r令
一
議
し
て
恕
出
掛

し
、
相
官
寺
ん
の
お
た
ず
ね
に
お
答
え

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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(3) 

市長公2主斗
3警 言葉 市長と主力1支の総書、震震後・誇撃菜、市疑者E霊童、広務

磁 霊長 T行政玲総合金量醤と言耳銀、広域行政、コンピュータ利用、広報発行、統計資料作成

述筆 録 文襲警のi波多量と保存管灘、淡令グ〉祭事tと逐線、公俊式、伎廃看護訴の計童話と普及

総務部L人 事 言翠 毒議員のf壬免、分長謀、 1空機、 n経務、労務管理主

財 正k 課 予算のき議員発と執行言講談、建きま主計世話の策定と主主政状況の公表、子宮有財産め務理、契約ネZ審

E毛 議 戸籍、各種託証明的作成交付、印鐙皇室録、ま量生め木、米議室ま主主主滋綾、住E宅情報システム

1塁 王手金線 被告義険者言涯の5/:{'すと後認、療養め給付と奇襲議長費、関民年金係険料の取主連い

市 民 孝義 毒装 可H更税制 l早 ~t抵の J後書草翁定、税務総1IíE務め発行、君主擦の言埼玉をと終館、こり告の詩埼玉をと芸事餓

秘 義壌 市絞めi俣約裏主義、納税義正明、納税貯蓄ま窓会iこ隠すること

全 対 策 謀 5/:;議安~音H臨め樹立、交i岳災災見舞金ミ章者犯、公害の殺重量と対策

審車 燦林水室長草案の援事専と団体の手話器事、土地改良と緋土織委主、道彦重震の費益事専

諌 言語工業グ)1援輿とrn終的指話事、商工員宅資、緩光、 i荷受遺言保護、与自主著者E主体育成

喜 一 塁 ↓錦 繍」 クリザセンター 間掛川閥、脚色。}処理、免職主的問、職湖の普及

ター し主主事業のま十世却と言奪還を、収薬と処夜、終求去さを重センターの号奪還、浄化機

乳幼j忍隊療関係、伝染費者のそ子紛、主主犬翁町二子鋭、総t実子子草寺、成人病子予防

線 開発行為等指導挙後綴の李総協議、公殺伎主主の建設・管理室、子宮有建築物奇警の言量管t. ~若草草

土 木 * 言果 滋隊長長率最の詰まま益事~)l:変夜、街路灯の維持管理、市遂の設計管理皇、道路と排水路警護{庸言t!l境、鈴本者程修工泉

〈水

道皇

水 滋 器量 流域下水道室、排水設僚の喜重苦思と倹主義、下水必至理携の総持管王塁、公共下水i農の義主計強行

γ一都市計 i隠謀 者五市計語道グ〕決記長主事議計量盤、議所計量重量をE告の設計務行、著書発行為等の随行認可申織に伴うI品喜義と講堂妻、公綴緑地毒事業

ト-i'有ロ郷市改造言集 手話孫子草異議IJ都磁波道主事業の昔f爾・草書宝託、害総改i農家主意iこw.うま:1也若手告書、土地め様相!雲母登と物件の補綴

市 部一十一再開発対策主主 F専務発卒業の詩情策定と芸評新品滋

ト-~じ口都市改造幾 重量孫子駅北o都市放送専事業の計量盟・言理主主、都市改殺事革委設に伴う主Jt主義事領、こり患の4善事j潟変と物件の字選f貧

し勾一区図書長理課 土議区E商務理主葬祭{ごw.う係留主主丹管理主と処分、長主主主I*Jの主主義義行為等の約百I、挙重量針盤i.設計・工事

「一一修 生 言果、 生活者義喜章、後長菱、災義救勤、 E宅金者委員仁詩書すること、共i湾事蓄食、社会極秘湯談会iこ襲還すること

儀社毒事務所一トー福 祉 言葉 老人医療、老人クラブ、重支えま行者吾、主震度心身障室堅議室長療、家庭務校長、特別究室主2夫妻差争当

L-兇 3主 君主長革言車 党議記号F重量、兇君主護主義語1也、家互主党主主総談2藍、事長資手議、係資援i

言十 事革 命銭感約、守主義出納

;害防本部ーァー 一一…ー……ー叩 ;約書類務の念陸誌と室主王壁、泌総罰iこ関すること、続災計義援策定、危険物の録制、火災の予主主事毒殺

惨 事号 火災の消火、災害救君主、救急業務、火災予防盗媛、火災族関課後

室 一 一 水 滋
管

鴬管理袈謀 総量さ工務1哀の資絡軍事変、水主華料金その他収約五きの劉まをと後i段、水道メータ…の殺計と{吏汚水量の点検

終盤浬綴 配水管等の綾子守管理、鉱5量二ζ芸評の:iI':喜善・認ヨ量、総水事会主処理主、施霊堂の主義持管理担
理
者

務 護軍 事支脊委委員会の会議義、務願・後情、学校その後教育古寝室立の繋{韓言十頭、校総・ 4究会の総持毛筆奇襲

校数手苦言草 学童告兇1量生後の哉さ事:1こ関すること、児童生徒の転学と退学、学校の総事議車種成、 i義主幹fK淡のま量定

会教育言案 社会教育の総合針演}警察定、公民自官、関護対官、東民会館、文化罪者保線、青少年家主湾

健全本育課 社会体育の金額と総選、社会体育問体の綴導育成、体育主義絞め義支援と管喜重合運鴬

史一車揺さん g長 術史ぬま露きん

議事 2主 教資1$量?の立空襲設定、学校教育め指導援助

議会事務局… … … 一 会議義録その総会議~è豪華め潟整、議会{こ喜きする資料収袋、議案的議総 E 察変

緩重量毛委員等事務局 一一 日 …ー… 盟主査、検査、審主主と務殺に関すること

選挙管理撃を員会事務長喜一…一一 一一…一 選挙の後発宣伝、遺書戦こかかわる記録、選挙人名簿の潟主主・保管、役察区め義宣言Z

E整業望号民会理葬務長省 …一一…一 一一一 畿地車閥、小作契約1::1察準村学科、差是t患者李的交換分合と燦3主導捕の改善
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尚喜塁tJt話i湿入っています。これら

の本は市緩めま3絞らZされ℃ち去最*"

て:1譲りられ<J;写。どしどしお附し

て下ささし¥0

砂貸出日と善寺罪塁 手:謹白からEヨ監議

院のiヱミ子力ら午後49喜お分〔休警護

ヨ(説的控室R.祝祭白。賞受終局後初〉

惨著書りられる稽益支 守家族1ぴ湾

砂借りられる銀関 2遂罪議

援読みだい三宮L予約ιも宝をi吐けてい

ま帯。

奈美初めて懲りる務は、霊登近畿;す定

歩絞め表選義、 1保険5紙、主主訴法主主ど

住所の緩急還できるも岱毛主主義ぜて〈

ださし ¥0

炉問い合せ 時3央公渓童話堅苦言警護話

官 (82)3811 

大敗‘けしによる毒事件の手もち長j芸

依然としておと在織を主主主tさん。

本iEl二線路之されている大麻・っ

し、没する火取 1)[ノ奇発見し

芝警護察ま授は提E重悶1へご途多おく

機感霊堂主要課)

会関{わ詰筆書援を主君む移築民需ま室長

として罪主要接続言fガiヲねますのこ(1.)

3奇麗1韮務緩めきti紛や聡議後滋ずる

と釣の数偲資総と守るあので守。

@織を3 51'守68(8)事露天ゆ止

@華舞金 市役露号ーとF語.iJg筒

だささい。はじめての人lai現実翼手詰重量

毛主将iこ議警とし欲ぜん。 4キロほ

どさ告若者務すので縫設で事参加し，とく

ださいG

。緩井沢線路会@

@翼書B 51'ヨ26鈴〈土〕から278

(巴)(1.)守治安日・務災決行

・1欝約E翌 1主32食お00月

後著書総務室童話事れるだi主主51'ヨ10Eヨ'ii;

IごIこ、世(色2)2783ニ高綴へ寧し

込んで下さい。

〈設孫子野絡を宅ぎる会〉

叩it{ランティp構級一

⑫定例会

"1'苦8 5月十18(重量〉

~~現E菌室壬務総活動

修得B 5的15尽く').1)

@書集合 総孫子車問仕立総o・t喜ij9

E幸15分

u語講話豊望書草仕活動

@向日 5'ヰ228(火〉

@重量合 子行役所高午前日偽ヰ絞奇

抜祭事態総J;'j惑5・午前設善寺55分

砂罪奇い合せ き主草主君 (82)873詰

(我孫子バランチィフフの会〉

明るい首位協定佐
官おさ監物語 翻
修三葬祭塑ミ子ちん〈害警w台2"26)
から章受湾要量絡会iこ7!L- ト(1.)襲警鱈

13凹
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